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簡単な自己紹介
・ Fellow of the European Law Institute (Austria), Member of the Scientific 
Board of Mediterranea International Centre for Human Rights Research 
(Italy); the Scientific Committee of the European Journal of Privacy Law and 
Technology (Italy); the International Editorial Committee of the Journal of 
Liberty and International Affairs (Republic of North Macedonia); and the 
Editorial Board of the Journal of Law, Market and Innovation (Italy) 
主な書籍：

⇒ 『ストゥディア消費者法』（有斐閣、2022年）〔共著〕

⇒ 『不公正な取引方法と私法理論ーEU法との比較法的考察』

（法律文化社、2020年）〔単著〕

⇒ 『これからの消費者法ー社会と未来をつなぐ消費者教育』

（第2版、法律文化社、2023年）〔共著〕

⇒ Outline and New Developments of Japanese Inheritance Law 
(Adam Marszarek, 2021)〔共著〕
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報告の流れ

１ 消費者法の展開

↓
２ 消費者法の現代的潮流

↓
３ 消費者法の未来像
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１ 消費者法の展開
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日本消費者法の展開

消費者保護の確立

↓
「保護」から「自立」へ

↓
消費者教育・消費者市民社会の確立

↓
消費者法の「再断片化」？

＋

国際的な潮流への対応
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EU消費者法の展開

消費者保護の確立

↓
消費者法の「脱断片化」

↓
消費者の「エンパワーメント」

↓
グリーン＆DXへの移行

＋

立法を通じた世界への影響
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日本消費者法の世界的位置づけ

・ EU消費者法：積極的な立法＋域外適用

⇒ 制定法を中心としているため、日本においても参照

されやすい

・ アメリカ消費者法：市場に委ねる姿勢＋判例法

⇒ 制定法が限定的であり、州法間の相違もある

・ 日本消費者法：消費者教育に関する充実した法的枠

組み＋消費者市民社会やエシカル消費に関する制定法

の存在＋消費者に身近な相談制度（消費生活センター）

⇒ 特にASEAN諸国のモデルとして機能する可能性？
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2 消費者法の現代的潮流
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2-1 デジタル・フェアネス

・ オンラインとオフラインにおける同程度の消費者

保護水準の確保

⇒ 特に、「デジタル要素を伴う物品」（スマート・

フォン、スマート・ウォッチ、スマート・ホーム等）の

法的規律において、重要

・ 他方で、オンライン（デジタル）固有の、パターナ

リズム的な介入

⇒ AI、ターゲティング広告、ダークパターン等

＋ デジタル固有の保護手段
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2-2 「燃料」としての個人データ

・ デジタル社会における「燃料」（「石油」）としての

個人データの位置づけ

⇒ 特にデジタル・ビジネスに欠かせない要素

※ 「対価的な」位置づけを含む

・ その先に続くものは？

※ 後掲「3 消費者法の未来像」参照
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2-3 パーソナライズ化

・ 消費者に対する取引方法の高度のパーソナライ

ズ化

例：パーソナライズド・プライシング、ダーク・パター

ン等

・ 消費者保護（消費者法）もパーソナライズ化する

べきでは？

⇒ 新技術の活用

12



2-4 情報提供モデルの
「崩壊」と「再生」？

・ 消費者に対する大量の情報の提供

⇒ 「透明性」の徹底

※ 消費者は、そのような大量の情報を処理した

上で合理的な意思決定ができるのか？

⇒ 情報提供モデルの「崩壊」

↓
・ 特にオンラインインターフェース上の工夫（設計）

などを用いた効率的な情報提供

⇒ 情報提供モデルの「再生」

※ 場所、サイズ、フォント、色などの工夫
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2-5 意思決定という課題

・ 特にデジタル環境において、消費者は本当に自

らの「意思」で「決定」ができているのだろうか？

⇒ 科学＋技術を用いた意思決定プロセスの歪曲

and/or誘導

⇒ 他方で、消費者による「意思決定」や「同意」に

基づく古典的なモデル

※ 「意思決定」バブル、「同意」バブル…

・ AI等の技術を用いた消費者保護？
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3 消費者法の未来像
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「消費者」のコモディティ化？

・ 「消費者」はコモディティ（商品）化されているの

か？

⇒ 広告や商売のターゲットとされ続けている

⇒ 消費者のマネタイゼーション（monetization）

・ コモディティとして扱われない消費者の権利？

（自由？）

⇒ 「人」としての「消費者」への復帰
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「時間」という要素

・ 消費者の「時間」という要素

例：アテンションエコノミーという課題

・ 「時間」は、最も貴重な＋限られた、消費者の資産

⇒ 同時に、Society 5.0等の推進による、消費者の

「自由な時間」の増加？

・ 消費者の「時間」をどのように評価し、保護対象と

してどのように取り扱うのか

17



「感情」という要素

・ 「感情」という要素

⇒ 取引面においては、既に一定の（限られた？）

手当て

⇒ 取引面以外でも、より前面に出す必要性？

・ 「消費者」の、よりホリスティックな捉え方へ

例：マレーシアの、ペナン消費者協会（CAP）の
考え方
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日本型の「新未来の消費者法」？

日本の伝統や文化にちりばめられた要素の再定位

↓
日本消費者の課題の再分析

↓
日本型の「新未来の消費者法」の設計

（日本型の「新消費者ウェルフェア」）

↓
世界への発信
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ご清聴いただき
誠にありがとうございました

anton@law.ryukoku.ac.jp
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